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各  位 

ＳＢＳ東芝ロジスティクス株式会社 

業務の効率化を図る EPMツール「Anaplan」を導入 

ＳＢＳ東芝ロジスティクス株式会社（社長：金澤寧、本社：東京都新宿区）は、業務全体

の可視化と経営判断の迅速化を図るため、EPM（※）ツール「Anaplan（提供：Anaplan Japan
株式会社）」を導入し、その運用を 2026 年１月より開始することをお知らせいたします。 

※ EPM：Enterprise Performance Management（企業業績管理）の略 

◆ 

当社がこの度導入する「Anaplan」は、企業内の様々な計画業務を統合し、リアルタイム

でのシミュレーションや分析を可能にする、クラウド型のコネクテッドプランニングプラッ

トフォームです。予算、予測、分析、収益性と価格の最適化、自動化されたコスト管理など、

幅広い財務機能をサポートします。当社は、財務情報の集計のための工数削減を目的とし導

入を決定いたしました。 

本ツールの導入により、国内拠点と海外現法の財務情報を連結し管理する仕組みが効率化

されます。さらに、当社の物流オペレーションにおける主要な KPI を財務情報に紐づけ、リ

アルタイムに可視化、分析できる体制を構築してまいります。これにより、業務効率の改善

はもとより、急速な環境変化に対応したロジスティクスサービスを速やかにお客様にご提供

することで、さらなる品質向上とお客様満足度の向上を実現いたします。 

また、９月 25 日(木)に開催された「Anaplan Connect Tokyo 2025」（会場：グランドハイ

アット東京）において、KPMG コンサルティング株式会社と当社の担当者がスピーカーとして

登壇し、導入の経緯を発表しました。 

写真（左から）北野 輝 氏（ＫＰＭＧコンサルティング株式会社）平山 倫義 氏（当社 経営企画部ＤＸ戦略担当グルー

プ長）三上 宜孝 氏（ＫＰＭＧコンサルティング株式会社）細野 悟志 氏（当社 執行役員 経営企画部長） 

 

当社は今後も、お客様に最適なサービスを提供すべく、「Anaplan」を最大限に活

用しながら、業務の効率化・迅速化を図って参ります。 

以 上 
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＜ＳＢＳ東芝ロジスティクス株式会社 概要＞ 

本社住所：東京都新宿区西新宿 8-17-1 住友不動産新宿グランドタワー25 階 

代 表 者：代表取締役社長 金澤 寧 

設  立：1974 年 10月 1 日 

親 会 社：ＳＢＳホールディングス株式会社（持株比率 66.6％） 

資 本 金：21 億 28 百万円 

売 上 高：963 億 98 百万円（単独）（2024 年 12 月期） 

従業員数：796 名（2024 年 12 月期） 

関連会社：ＳＢＳロジスター(株) 他 

事業内容：倉庫業、貨物利用運送事業、機械器具設置工事業、とび・土工工事業、通関業 

航空運送代理店業、物流コンサルティング、不動産賃貸及び管理業 

Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.sbs-toshibalogistics.co.jp/ 

■本件に関するお問い合わせ先 

ＳＢＳ東芝ロジスティクス株式会社 人事総務部 

TEL：03-6772-8201（代表）／URL： https://www.webcoms.jp/sbstlog/contact/ 

 

※ 当資料に掲載されている情報は、発表日現在の情報です。その後予告なしに変更されることがございますの

で、あらかじめご了承ください。 
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